
【巻頭言】
雑誌『写真』第 2号では、個々に問題意識を持ちながら写真を通して
目の前の現実に向き合っている写真家たちの作品に着目します。
 
さまざまな分野で生き方の多様性が問われる現代、一つの問題を特定の言葉で
括ってしまうことは、さらなる分断を生んでしまう危険性を孕んでいると感じます。
 
断片である写真や言葉が、それぞれの背景を持ち、
それぞれの個性を放ちながら寄り集まることで、
彩り豊かなモザイク画のように社会世相の大きな地図が
描けるのではないかという思いから、今号のテーマを「モザイク」としました。

（中略）ダイバーシティが求められる現代社会を生きる上で、
写真家たちが世界に寄り添うようにしてとらえた眼差しのモザイクが、
写真を撮る側と見る側にとって、新たな視点のきっかけとなることを願います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‒‒‒編集長 村上仁一 

 片山真理　Mari Katayama
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最新情報は公式サイト、各SNSをご覧ください https://www.shashin.tokyo @shashinmagazine @ShaShinMagazine shashinmagazine

［口絵］
 片山真理／須藤絢乃／西野壮平／野村佐紀子
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打林俊
「曖昧 ME MIND－現代日本写真に見る自我と関係性をめぐって」
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今年1月にふげん社が創刊した雑誌『写真』第２号が､7月20日に発売されます。
今号のテーマは「モザイク」。さまざまな問題意識を持って社会に対峙している
写真家の眼差しを通して､モザイク画のように現代社会を描く、という試みです。
巻頭口絵は現代アーティスト、片山真理をフィーチャーいたします。
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